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今回の研究助成金のもとに、「日本における中国料理の発展に関する研究：現地化と

本物志向をめぐるオーラルヒストリー」という研究を行っています。戦後の日本にお

ける中国料理の受容過程を分析するために、中国料理業界のステークホルダーに対し

系統的な調査・聞き取りすることによって事実のクロス･リファレンスが目的です。 

第一段階は本格的な中国料理の味を日本の消費者に紹介した料理人・飲食関係経営者

・流通業界に対するインタビューし、1980年代まで日本における中国料理発展を検証

し日本人の中国料理の受容過程の全体像を探ることです。この段階を通じて判明した

ことは、第一に料理人の役割は通説と比べて異なること。若干のカリスマ料理人は中

国料理業界のレベルアップへの貢献が大きいが、中国料理の普及はむしろ日本の社会

変遷に伴って発展して来たと言えよう。第二に、日本の中国料理業界の特徴として担

い手は日本人料理人が1980年代から推し進めてきたが、その背景・系統は今回の研究

で把握出来ました。また、料理人と流通業界の相互依存関係もより理解出来ました。 

本研究の第二段階は日本における中国料理の現地化・国際化・越境影響のプロセスを

検証すること。この課題についてこれからもより深く研究するつもりですが、この一

年間の調査を通じて下記の課題が見つかりました。第一に、日本の中国料理の越境影

響は他の文化･コンテンツ産業との差異はある程度判明出来ました。第二に、こうした

越境影響は現地のアクターとの相互関係の詳細は理解出来るようになっています。 

この度、公益財団法人 住友財団の研究助成金を頂戴し、また数多くの中国料理業界の

関係者や学者の皆様からの応援、ご示唆を頂いて、順調に現地調査を進めることがで

きたことを感謝致します。 
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